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日
　
時
　
８
月
22
日
（
火
）
午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
　
場
　
本
庁
舎
４
階
全
員
協
議
会
室

テ
ー
マ
　
地
方
自
治
法
70
周
年
と
地
方
議
会
の
課
題
に
つ
い
て

講
　
師
　
平
成
国
際
大
学
法
学
部
教
授
　
浅
野
和
生
氏

対
　
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定
　
員
　
20
名
（
先
着
順
）
　
費
　
用
　
無
料

※�

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
議
会
事
務
局
議
事
課
（
☎
内
線

４
１
１
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

国民健康保険

国
民
健
康
保
険
広
域
化
に

つ
い
て

答
弁
：
国
保
税
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に

検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
従
来
ど
お

り
一
定
規
模
の
一
般
会
計
か
ら
の
支
援
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小
坂
　
国
保
の
広
域
化
に
よ

り
、
一
人
当
た
り
の
国
保
税
が

約
４
万
円
、
一
世
帯
当
た
り

８
万
円
近
い
大
増
税
に
な
る
と

い
う
問
題
を
考
え
た
場
合
、
県

に
対
し
て
、
国
保
税
引
き
上
げ

を
市
町
村
に
強
制
し
な
い
よ
う

し
っ
か
り
申
し
入
れ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
は
、
今
年
度
７
億
円
を

法
定
外
と
し
て
繰
り
入
れ
ま

す
が
、
こ
れ
は
、
一
人
当
た

り
２
万
２
千
６
０
０
円
を
軽

減
す
る
こ
と
に
等
し
い
内
容

で
あ
り
ま
す
。
国
保
の
広
域

化
が
導
入
さ
れ
て
も
市
と
し

て
引
き
続
い
て
今
年
度
程
度

の
法
定
外
繰
り
入
れ
は
継
続

し
、
国
保
税
の
引
き
上
げ
を

抑
え
、
加
入
者
の
負
担
軽
減

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
考
え
を
お
伺

い
し
ま
す
。

市
長
　
国
民
健
康
保
険
制
度

の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
国
・

県
・
市
及
び
国
保
税
で
賄
う

と
い
う
理
想
的
な
姿
に
い
き

な
り
持
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と

は
、
ほ
ぼ
不
可
能
に
近
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
市
で
は
国
保
会
計
に
つ
い

て
毎
年
度
、
精
算
方
式
で
や
っ

て
お
り
ま
す
が
、
不
足
分
を
全

部
国
保
加
入
者
に
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
は
無
理
が

あ
り
、
ま
た
、
一
方
国
保
加
入

者
以
外
の
人
に
負
担
し
て
も

ら
う
の
に
も
無
理
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
と

る
の
か
と
い
う
こ
と
が
我
々

に
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
従
っ
て
国
保
税
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に

検
討
を
し
、
県
か
ら
示
さ
れ
る

納
付
金
を
も
と
に
い
ろ
い
ろ

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
て
ま
い

り
ま
す
が
、
従
来
ど
お
り
一
定

規
模
の
一
般
会
計
か
ら
の
支
援

は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
採
決
に
先
立
ち
、
議
案
に

対
す
る
討
論
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
討
論
の
一
部
を
掲
載
い

た
し
ま
す
。

　
本
案
は
介
護
保
険
の
制

度
改
正
に
伴
っ
て
介
護
保

険
の
シ
ス
テ
ム
改
修
を
行

う
経
費
を
措
置
し
た
も
の

で
、
制
度
改
正
の
１
点
目
は

２
０
１
８
年
度
か
ら
導
入
さ

れ
る
介
護
保
険
料
算
定
に
用

い
る
合
計
所
得
金
額
の
要
件

　
加
須
市
議
会
で
は
、
市
民
と
連
携
・
協
働
す
る
取

り
組
み
を
重
視
し
、
議
会
改
革
に
本
格
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
、
平
成
28
年
第
４
回
定
例
会
第
６
日

（
平
成
28
年
11
月
30
日
）
に
議
会
改
革
特
別
委
員
会

を
設
置
し
ま
し
た
。
現
在
ま
で
に
計
13
回
の
特
別
委

員
会
を
開
催
し
、
①
市
民
と
の
連
携
・
協
働
の
推

進
、
②
市
民
福
祉
の
増
進
に
資
す
る
政
策
立
案
機
能

の
強
化
、
③
市
議
会
の
機
能
で
あ
る
行
政
の
監
視
機

能
の
発
揮
を
基
本
に
据
え
、
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
声

を
踏
ま
え
て
、
市
議
会
の
最
高
規
範
で
あ
る
議
会
基

本
条
例
の
制
定
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
協
議
を
重

ね
た
こ
と
に
よ
り
、
議
員
の
意
識
改
革
が
進
み
、
一

般
質
問
の
一
問
一
答
方
式
が
推
進
さ
れ
た
ほ
か
、
議

長
交
際
費
及
び
平
成
28
年
度
の
政
務
活
動
費
の
収
支

報
告
書
と
領
収
書
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る
な

ど
、
透
明
性
の
向
上
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
議
会
基
本
条
例
の
骨
子
案
の
検
討
か
ら
始

ま
り
、
そ
の
後
検
討
し
た
条
例
要
綱
は
、
平
成
29
年

６
月
12
日
の
全
員
協
議
会
で
全
議
員
が
確
認
し
、
現

在
、
条
例
素
案
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
30
年

第
２
回
定
例
会
で
の
議
会
基
本
条
例
議
案
の
上
程
、

制
定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
ら
の
協
議
に
並
行
し
て
市
議
会
モ
ニ

タ
ー
制
度
や
加
須
市
議
会
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
業
務
継
続
計

画
）
等
に
つ
い
て
も
検
討
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

の
見
直
し
、
も
う
１
点
は
今

年
８
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
お
け

る
自
己
負
担
限
度
額
の
引
き

上
げ
で
す
。
こ
れ
は
市
民
税

課
税
世
帯
の
自
己
負
担
額
を

１
か
月
当
た
り
７
２
０
０
円

引
き
上
げ
て
、
限
度
額
を

４
万
４
４
０
０
円
に
す
る
も

の
で
す
。
こ
れ
は
、
20
％
に

及
ぶ
大
幅
な
引
き
上
げ
で
あ

り
、
一
人
当
た
り
負
担
額
は

年
間
９
万
円
近
く
に
上
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
長
寿
社
会
を

迎
え
て
い
る
高
齢
者
に
対
す

る
冷
た
い
仕
打
ち
で
あ
り
ま

す
。
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
政
治
の
実
現
を
目
指

し
、
引
き
続
い
て
力
を
尽
く

す
こ
と
を
指
摘
し
、
反
対
い

た
し
ま
す
。

小
坂
　
徳
蔵
　
議
員

議
案
に
対
す
る
討
論

議
会
改
革
特
別
委
員
会
報
告

議会改革

進捗状況

平
成
29
年
度
介
護
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

反
対
討
論

市
民
公
開
研
修
講
座
を
開
催
し
ま
す


